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朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
日
に
日
に
冬
の

訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
皆
さ

ま
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
会
報
が
届
く
頃
は
初
雪
の
便
り
が
各
地
に

届
く
頃
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
松
韻
会
の
活
動
状
況
で
す
が
、
６

月
総
会
に
て
当
事
業
年
度
の
計
画
に
つ
い
て

ご
承
認
頂
い
た
通
り
、
愛
子
駅
に
設
置
し
て

あ
る
母
校
へ
の
案
内
板
の
修
繕
を
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
間
に
合
う
よ
う
実
施
し
た
ほ

か
、
学
生
活
動
へ
の
協
力
に
つ
い
て
は
ロ
ボ

コ
ン
東
北
大
会
用
の
応
援
横
断
幕
を「
同
窓

会
・
松
韻
会
」名
で
寄
贈
し
ま
し
た
。

高
専
祭
は
今
年
は
11
月
に
ず
れ
込
ん
だ
こ

と
も
あ
り
当
紙
面
で
は
紹
介
で
き
る
か
ど
う

か
微
妙
な
状
況
で
す
が
、
併
設
さ
れ
た
ホ
ー

６
月
21
日（
土
）に
仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
て
、
仙
台
高
専
同
窓
会
総
会
に
続
き

ま
し
て
、
松
韻
会
総
会
が
、
内
田
校
長
、

根
本
事
務
部
長
以
下
ご
来
賓
、
同
窓
会
員

ご
出
席
の
う
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
大
江
会
長
か
ら
同
窓
会
館
に
絡

ん
だ
事
業
案
が
あ
り
、
そ
れ
に
伴
い
臨
時

総
会
を
予
定
し
て
い
る
旨
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。

議
長
選
出
が
行
わ
れ
、
本
科
16
期
の
赤

井
澤
さ
ん
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
議
長
主
導
の

も
と
議
事
進
行
が
な
さ

れ
、
平
成
25
年
度
事
業

報
告
、
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告
が
本
部
・
関

東
支
部
・
北
海
道
支
部

か
ら
報
告
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

関
東
支
部（
山
内
支

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
は
同
窓
会
の
ブ
ー
ス
を

展
開
し
会
員
の
皆
様
が
当
時
を
懐
か
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
て
ご
報
告
致
し
ま
し
た

「
同
窓
会
館
積
立
金
の
使
途
」に
つ
い
て
は
、

厚
生
会
館
の
改
修
に
伴
う
同
窓
会
館
と
し
て

の
使
用
に
つ
い
て
前
年
度
よ
り
運
用
ル
ー
ル

等
、
そ
の
使
い
道
に
つ
い
て
役
員
会
で
検
討

し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
別
紙
に
て

ご
案
内
の
通
り
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
事
前

資
料
で
の
説
明
と
と
も
に
会
員
の
総
意
で

も
っ
て
協
力
の
可
否
を
決
定
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

仙
台
高
専
も
高
度
化
再
編
さ
れ
、
ス
ー

パ
ー
高
専
に
な
っ
て
今
期
が
完
成
年
度
、
来

年
４
月
か
ら
は
仙
台
高
専
の
卒
業
生
が
社
会

部
長
）か
ら
は
、
宅
間
電
波
・
熊
本
電
波
と

の
電
波
３
校
支
部
の
交
流
が
盛
ん
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
萩
朋
会
の
東
京
支
部
大
会
へ
参

加
す
る
こ
と
、
北
海
道
支
部（
根
本
支
部
長
）

か
ら
は
、毎
年
発
行
し
て
い
る
支
部
便
り
が
、

会
員
か
ら
大
変
好
評
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

函
館
で
支
部
総
会
を
開
催
予
定
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
、
平
成
26
年
度
事
業
計
画
、

予
算
書（
案
）の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
事

業
案
の
中
に
、
仙
台
電
波
高
専
の
歴
史（
木

下
・
中
江
・
八
木
山
時
代
）を
残
す
記
念
碑

の
設
置
調
査
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
、ま
た
、

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
や
、
八
幡
神
社
の
裸
参
り
の

動
向
な
ど
に
質
疑
が
な
さ
れ
、
拍
手
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
承
認
の
後
、
最
後
に
同
窓
会
館

設
置
案
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
か
ら

の
同
窓
会
へ
の
資
金
協
力
依
頼
が
あ
り
、
同

窓
会
と
し
て
、
会
館
積
立
金
か
ら
、
拠
出
を

平
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度
松
韻
会
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会
報
告
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章

　

 

（
電
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通
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学
科
３
期
）

松
韻
会
副
会
長　

遠   
藤   

好   

朗　
（
電
波
通
信
学
科
４
期
）

に
出
て
い
き
ま
す
。
何
れ
松
韻
会
、
萩
朋
会

は
財
政
面
で
の
統
合
を
視
野
に
い
れ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
の
事
情
も

ご
賢
察
の
う
え
、
臨
時
総
会
に
て
ご
出
席
を

頂
き
、
審
議
し
て
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
同
窓
会
活
動
に
よ
り
一
層
の
ご

協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
た
く
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

次
世
代
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
今
、

盛
ん
に
議
論
さ
れ
、
世
界
中
で
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
、
選
ば
れ
た
エ
リ
ー
ト

の
学
生
を
対
象
と
し
て
い
た
高
等
教
育
は
、
現

在
、
必
ず
し
も
意
欲
や
意
識
が
高
く
な
い
学
生

も
対
象
と
す
る
ま
で
に
大
衆
化
し
ま
し
た
。
一

方
で
、
教
育
方
法
は
依
然
と
し
て
エ
リ
ー
ト
教

育
型
が
変
わ
っ
て
い
な
い
た
め
に
、
つ
い
て
い

け
な
い
学
生
へ
の
対
応
に
教
師
も
学
生
も
多
く

の
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
エ
リ
ー
ト
は
教
師
に
と
っ
て
教

育
し
易
い
と
い
う
だ
け
で
、
必
ず
し
も
真
の
能

校　

長
内   

田   

龍   

男

力
の
優
劣
と
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。
非
エ
リ
ー

ト
と
い
わ
れ
る
学
生
も
、
実
は
高
い
能
力
を
有

し
な
が
ら
、
柔
軟
な
理
解
が
不
得
手
で
一
つ
一

つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
完
全
に
納
得
し
な
け
れ
ば
次

に
進
め
な
い
、
あ
る
い
は
多
面
的
に
理
解
し
よ

う
と
す
る
た
め
に
安
易
に
は
前
に
進
め
な
い
だ

け
の
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
学
生
は
、
教
え
る
側
が
常
識
と
思
っ
て
、

前
提
条
件
を
明
確
に
示
さ
な
か
っ
た
場
合
や
、

論
理
の
流
れ
を
飛
躍
し
て
説
明
し
た
場
合
、
つ

い
て
い
け
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
皮
肉
な
こ

と
に
、
こ
れ
ら
の
資
質
や
態
度
は
、
時
と
し
て

有
能
な
科
学
者
や
技
術
者
に
必
要
な
資
質
で
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
論
理
構
築
の
能
力
は
あ
る

が
理
解
が
遅
い
だ
け
の
学
生
や
、
そ
の
時
点
で

は
知
識
が
不
十
分
な
た
め
に
理
解
と
論
理
構
築

が
で
き
な
い
学
生
も
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
、
突
き
当
た
っ
た
幾
つ
か
の
壁
を
越
え
れ

ば
克
服
で
き
る
の
で
、
学
校
で
は
劣
等
生
だ
っ

た
が
社
会
で
は
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に
、
学
校
の
成

績
は
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

こ
う
考
え
る
と
、
一
人
一
人
に
適
し
た
速
度

と
方
法
で
教
育
で
き
れ
ば
、
従
来
型
の
講
義
と

比
較
に
な
ら
な
い
効
果
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
が

容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
多

様
な
学
生
に
対
し
て
、
興
味
や
意
欲
を
如
何
に

し
て
引
き
出
し
、
自
ら
学
ぶ
意
識
を
も
た
せ
る

か
が
重
要
で
す
。
最
近
、
こ
れ
に
つ
い
て
多
方

面
の
研
究
が
進
め
ら
れ
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
、
反
転
教
育
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
の
名
で

情
報
が
公
開
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
で
、
本
校
は
高
専
機
構
か

ら
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
モ
デ
ル
校
に
指

定
さ
れ
、
今
後
の
高
専
教
育
の
在
り
方
を
模
索

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
失
敗
や
困
難
を
恐

れ
ず
、
高
専
に
と
っ
て
真
の
教
育
と
は
何
か
を

求
め
て
、
学
生
に
と
っ
て
も
教
師
に
と
っ
て
も

最
大
限
の
効
果
と
効
率
が
生
ま
れ
る
新
た
な
教

育
手
法
を
構
築
し
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

同
窓
会
は
じ
め
関
係
の
皆
様
方
に
は
、
今
後

と
も
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

師
走
の
頃
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
お
変
り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
松

韻
会
関
東
支
部
で
は
、
６
月
29
日（
日
）の
関

東
支
部
懇
親
会
を
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
会

員
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し
て
、
本
部
役
員
、

東
北
支
部
並
び
に
北
海
道
支
部
の
皆
様
の
ご

支
援
に
、
本
紙
面
を
お
借
り
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
関
東
支
部
懇
親
会
の
開
催
状
況

等
は
同
窓
会（
松
韻
会
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
こ
ち
ら
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。
今
回
は
、
関
東
支
部
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
活
動
内
容

①
関
東
支
部
懇
親
会
の
企
画
運
営（
６
月
開

催
）②
電
波
兄
弟
校
の
同
窓
会
と
の
交
流

（
支
部
幹
事
の
相
互
参
列
） 

●
詫
間
電
波（
七

宝
会
関
東
支
部
）：
11
月
開
催 

●
熊
本
電
波

（
熊
本
電
波
同
窓
会
東
京
支
部
）：
２
月
開

催 

●
萩
朋
会（
東
京
支
部
）：
11
月
開
催

◆
関
東
支
部
幹
事
会
の
運
営

①
関
東
支
部
懇
親
会
の
会
員
へ
の
ご
案
内
方

法 

●
会
報
で
の
ご
案
内 

●
電
子
メ
ー
ル
で

の
ご
案
内 

●
支
部
幹
事
か
ら
の
電
話
で
の

ご
案
内 

②
支
部
幹
事
会
の
運
営 

●
支
部
幹

事
総
勢
20
名（
内
男
性
18
名
、
女
性
２
名
） 

●
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
よ
る
情
報
共
有 

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
調
整
く
ん
）活
用
に

よ
る
会
議
日
程
の
調
整

会
員
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
一

助
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
、
支
部
幹
事
一
同

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
温
か
い
ご

支
援
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

関
東
支
部
長　
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（
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５
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関
　
東

支
　
部

だ
よ
り

検
討
し
た
い
と
い
う
経
緯
説
明
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
質
疑
と
し
て
は
、
同
窓
会
の
今
後
の

使
用
形
態
の
担
保
の
心
配
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ

イ
ツ
の
可
能
性
、

会
員
の
納
得
い
く

形
で
の
進
め
方
へ

の
要
望
、
臨
時
総

会
の
開
催
な
ど
に

つ
い
て
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
最
後

に
議
長
よ
り
、
会

館
設
置
に
つ
い
て

は
委
員
会
を
設
置

せ
ず
役
員
会
で
検

討
す
る
こ
と
や
、

臨
時
総
会
開
催
の

約
束
の
も
と
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
支
部
だ
よ
り

東
北
支
部
だ
よ
り

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
平
成
26
年
度
も

上
半
期
が
あ
っ
と
言
う
間
に
過
ぎ
、
12
月
発

行
に
向
け
た
松
韻
会
会
報
の
時
期
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
東
北
支
部
の
事
業
も
半
期

の
折
り
返
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
ま
で

の
事
業
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

去
る
6
月
21
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
松
韻
会

総
会
に
合
わ
せ
東
北
支
部
総
会
を
行
い
、
無

事
議
事
を
終
了
し
ま
し
た
。
支
部
会
員
各
位

の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

支
部
間
連
携
の
強
化
を
目
的
と
し
、
総
会

の
翌
週
6
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
関
東
支

部
懇
親
会
に
東
北
支
部
と
し
て
青
山
副
支
部

長
と
二
人
で
出
席
し
ま
し
た
。
仙
台
電
波
の

同
窓
生
だ
け
で
は
な
く
、
熊
本
電
波
、
七
宝

会（
詫
間
電
波
）の
ご
来
賓
と
も
親
睦
を
深
め

た
有
意
義
な
ひ
と
時
、
関
東
支
部
の
皆
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

現
役
学
生
へ
の
支
援
と
し
て
例
年
行
っ
て

い
ま
す
、
８
月
エ
コ
ラ
ン
大
会
と
10
月
高
専

ロ
ボ
コ
ン
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度

は
Ｅ
Ｔ
ロ
ボ
コ
ン
の
支
援
も
行
っ
た
の
で
す

が
、
本
年
度
は
参
加
学
生
が
少
な
く
出
場
辞

三

方

雅

仁

  　
（
電
子
工
学
科
３
期
）

東
北
支
部
長

退
と
の
こ
と
残
念
で
す
。

支
部
間
連
携
に
戻
り
、
10
月
25
日
北
海
道

支
部
懇
親
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
支
部
役
員

を
同
行
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
今
回
は
各
位

の
調
整
が
つ
か
ず
、
東
北
支
部
か
ら
は
私
1

名
の
参
加
で
し
た
。
山
内
関
東
支
部
長
、
根

本
北
海
道
支
部
長
と
共
に
支
部
間
連
携
の
強

化
を
進
め
て
い
ま
す
。
例
年
、
関
東
、
北
海

道
の
両
支
部
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
東
北
支
部
会
員
の
皆
さ
ん
も
機
会

を
設
け
て
出
席
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
今
後
も
会
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
充
実
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
充
実
委
員
会
の
活
動
状

況（
そ
の
４
）に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
会
発
足
か
ら
も
う
す
ぐ
ま
る
３
年
、

会
合
回
数
も
20
回
を
超
え
る
程
に
な
り
ま

し
た
が
、
ど
う
に
か
こ
う
に
か
今
年
の
同

窓
会
総
会
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
版
へ
切
り

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
充
実
委
員
会

活
動
状
況
報
告

活
動
状
況
報
告

替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

切
り
替
え
は
で
き
た
も
の
の
、
最
新
情

報（
記
事
）を
速
や
か
に
ア
ッ
プ
で
き
ず
、

ま
だ
ま
だ
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
委
員
会
で
は
先
の
総
会
で
承
認

を
頂
き
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

専
用
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
益
々
利
用
し
や
す
く
、

記
事
も
随
時
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
改
善

を
図
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
、
提
案
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ま
た
、
毎
回
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、

会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
広
告
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
事
務
局
ま
で
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
願
い
ま
す
。

松
韻
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://snct-dosokai.jp/
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一
、
在
仙
関
係

①
第
一
回
コ
ン
ペ　

３
月
８
日　

表
蔵
王
国
際

Ｇ
Ｃ

　

今
年
か
ら
ア
ン
ダ
ー
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
。
残
念

な
が
ら
季
節
外
れ
の
降
雨
の
た
め
９
ホ
ー
ル

で
打
切
り
。
水
戸
君
が
優
勝
。
２
位
、
吉
田
。

３
位
、
冨
二
夫
。

②
新
年
会　

３
月
19
日　

遠
刈
田
さ
ん
さ
亭

　

13
名
（
関
東
か
ら
門
真
、
水
戸
、
村
上
参
加
）

③
恒
例
の
観
桜
会　

４
月
19
日　

９
名
参
加

　

記
念
植
樹
以
来
12
回
目
で
初
の
満
開
観
桜
会
。

敏
和
の
手
料
理
も
な
か
な
か
の
も
の
で
し
た
。

来
年
も
た
の
む
よ
！

④
第
二
回
コ
ン
ペ　

５
月
７
日　

マ
グ
ノ
リ
ア

Ｇ
Ｃ　

7
名
参
加

　

優
勝　

佐
藤
冨
二
夫
（
昨
年
も
当
Ｇ
Ｃ
で
優

勝
だ
っ
た
）

⑤
故
高
橋
清
吾
君
の
葬
儀　

長
町
ベ
ル
コ
シ

テ
ィ
で
教
会
葬　

葬
儀
参
列
者
４
名
（
中
野
、

初
、
紀
義
、
松
尾
）

⑥
第
三
回
コ
ン
ペ　

８
月
７
日　

表
蔵
王
国
際

Ｇ
Ｃ　

８
名
参
加

　

優
勝　

千
葉
定
一
（
初
ち
ゃ
ん
と
同
Ｎ
Ｅ
Ｔ
。

年
齢
順
）

⑦
暑
気
払
い　

８
月
７
日　

小
原
か
つ
ら
や

　

14
名
（
関
東
か
ら
門
真
、
村
上
、
只
埜
、
水
戸
）

祝
宴
・
乾
杯
の
あ
と
平
成
26
年
の
予
定
の
報

告
と
近
況
報
告
（
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
）。
乾
杯

に
生
ビ
ー
ル
を
出
し
た
の
で
、
生
だ
け
飲
む

不
心
得
者
が
お
り
、
め
ず
ら
し
く
赤
字
決
算
！

⑧
今
後
の
予
定

・
忘
年
コ
ン
ペ　

12
月
18
日　

表
蔵
王
国
際
Ｇ
Ｃ

・
忘
年
会　

12
月
18
日　

宮
城
蔵
王
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル

・
新
年
杯
コ
ン
ペ
＆
新
年
会　

平
成
27
年
３
月

上
旬　

表
蔵
王
国
際
Ｇ
Ｃ
＆
秋
保
温
泉

二
、
関
東
以
西
会

10
月
20
日　

熱
海
温
泉
ホ
テ
ル
弥
生　

9
名

参
加
（
在
仙
者
の
出
席
な
し
！
）

※
返
事
無
し
6
名
も
お
る
！　

体
調
不
調
が

目
立
つ
。

本
年
６
月
、
所
用

で
、
高
専
７
期
の
小

泉
さ
ん
と
、
モ
ン

ゴ
ル
国
を
訪
れ
た

際
、
現
地
の
友
人
の

尽
力
で
モ
ン
ゴ
ル
国

教
育
科
学
大
臣
の

ロ
ブ
サ
ン
ニ
ャ
ム
・
ガ
ン
ト
ゥ
ム
ル
さ
ん

を
訪
問
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
臣

は
、
平
成
５
年
か
ら
３
年
間
、
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
の
初
の
国
費
留
学
生
と
し
て
仙
台
電

波
高
専
に
留
学
さ
れ
、
一
昨
年
に
モ
ン
ゴ

ル
国
教
育
科
学
大
臣
に
就
任
さ
れ
、
昨
年

４
月
に
は
、
仙
台
高
専
か
らH

onorary 
Professor

の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

６
月
29
日
に
松
韻
会
関
東
支
部
同
窓
会

が
開
か
れ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、

大
臣
か
ら
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
て
頂
き
、
懇
親
会
で
皆
様
に
披
露

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
臣
は
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
教
育
改
革
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
本
年
夏
に
、
日
本

式
の
高
専
制
度
の
導
入
が
国
会
で
承
認
さ

れ
、
正
式
に
高
専
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

大
臣
の
勧
め
も
あ
り
、
２
日
後
に
同
校

も
訪
問
し
、
こ
れ
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
国
の
高

専
で
取
り
組
む
課
題
な
ど
に
意
見
交
換
を

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
学
校
で
は
日
本
の

高
専
と
同
じ
よ
う
に
産
学
共
同
の
研
究
セ

ン
タ
ー
も
併
設
さ
れ
、
モ
ン
ゴ
ル
と
い
う

環
境
の
中
で
、
身
近
に
必
要
と
な
っ
て
い

る
課
題
の
技
術
開
発
を
進
め
て
行
き
た
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

も
っ
と
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
遊
牧

民
が
飼
育
し
て
い
る
牛
か
ら
は
大
量
の
牛

乳
が
搾
乳
さ
れ
る
が
、
牛
乳
の
ま
ま
で
は

輸
送
手
段
が
難
し
く
コ
ス
ト
が
高
く
な
り

商
品
化
で
き
な
い
の
で
、
各
遊
牧
民
が
牛

乳
を
粉
末
化
し
簡
単
に
運
べ
る
よ
う
に
し

て
、
集
め
た
牛
乳
の
粉
末
を
乳
製
品
に
す

る
取
組
を
研
究
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
こ
れ
に
は
、
遊
牧
民
が
搾
乳
し
た
牛

乳
を
粉
末
化
す
る
簡
易
な
設
備
を
開
発
す

る
こ
と
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。
同
校

に
は
都
立
高
専
教

授
を
務
め
ら
れ
た

2
人
の
先
生
が
現

地
に
出
向
し
て
指

導
に
当
た
っ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
日

本
の
高
専
の
皆
様

の
協
力
を
頂
き
た

い
と
の
こ
と
で
し

た
。

『
五
期
会
だ
よ
り
』

『
五
期
会
だ
よ
り
』

８
月
16
日（
土
）・
17
日（
日
）と
、
秋
保

温
泉
の
ホ
テ
ル
佐
勘
に
て
、
卒
業
20
周
年

を
記
念
し
て「
情
報
工
学
科
13
期
」ク
ラ
ス

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
海
道
・
東
北
・
関
東
の
各
地
か
ら
15

名（
＋
ジ
ュ
ニ
ア
１
名
）が
集
結
し
、
３
年

生
の
担
任
だ
っ
た
竹
茂
先
生
、
専
門
科
目

で
お
世
話
に
な
っ
た
技
術
職

員
の
太
田
さ
ん
に
も
参
加
頂

き
、
総
勢
18
名
と
思
い
き

や
、４
・
５
年
生
の
担
任
だ
っ

た
佐
藤
公
男
先
生
が
温
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
下
さ

り
、
気
持
ち
19
名
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
し
て
か
ら
20
年
、
お

互
い
に
色
々
な
経
験
を
重

ね
、
社
会
人
と
し
て
の
立
場

も
生
活
環
境
も
様
々
で
し
た

が
、
仙
台
電
波
高
専
の
中
で

共
有
し
た
時
間
は
何
年
経
っ

五
期
会
事
務
局　

千 

葉 

定 

一       

　
　
　
　
　
（
本
科
５
期
） 

柴  

崎  

八  

郎

　
　
（
本
科
14
期
）

モ
ン
ゴ
ル
国
教
育
科
学
大
臣

　
　
　
　  

　
　  

訪
問

 

宮　

澤　

陽　

子

　
（
旧
姓　

宮
本
）

　
（
情
報
工
学
科
13
期
）

て
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
顔
を
合
わ
せ

た
瞬
間
か
ら
学
生
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
空
気

感
で
近
況
報
告
を
し
た
後
、
竹
茂
先
生
に

よ
る
出
欠
確
認（
点
呼
？
）で
同
窓
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
の
中
、
あ
ち
こ
ち
か

ら
歓
談
の
声
が
聞
こ
え
、
改
め
て
仲
間
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
所
で
、
学
生
時
代
の

写
真
を
集
め
て
作
成
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
上

映
し
ま
し
た
。
15
歳
か 

ら
20
歳
ま
で
、刻
々

と
変
化
す
る
自
分
達
の
姿
を
見
て
、
高
専

時
代
の
５
年
間
は
卒
業
し
て
か
ら
の
20
年

間
を
凌
駕
す
る
成
長
期
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
の
濃
密
な
期
間
を
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
過
ご
せ
た
こ

と
の
偶
然
に
、
心
か
ら
感

謝
し
ま
し
た
。

二
次
会
は
更
に
盛
り
上

が
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

次
回
は
、
高
専
２
年
生

の
時
に
埋
め
た（
は
ず
の
）

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
掘
り

出
す
時
に
再
会
す
る
こ
と

を
約
束
し
、
別
れ
を
惜
し

み
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
帰
宅
の

途
に
つ
き
ま
し
た
。

の
同
期
会
か
ら
12
年
、
本
科
卒
業
か
ら
何
と

50
年
が
経
っ
て
の
本
科
14
期
の
同
期
会
で
の

一
場
面
で
す
。

私
達
の
卒
業
は
１
９
６
４
年（
昭
和
39
年

３
月
）東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
し
た
。

卒
業
生
79
名
は
希
望
に
溢
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

に
違
う
場
所
、
異
な
る
職
場
で
一
つ
の
時
代

を
担
っ
て
、
活
躍
し
て
き
た
つ
わ
も
の
達
で

す
。
今
は
古
希
に
手
が
届
き
、
ま
だ
、
現
役

の
方
も
居
ま
す
が
、
大
半
が
平
穏
な
日
々
を

送
る
69
歳
の
オ
ヤ
ジ
と
な
っ
て
、
集
っ
た
の

は
総
勢
26
名
で
し
た
。

卒
業
以
来
、
初
参
加
者
も
溜
ま
り
部
屋
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
打
ち
解
け
て
、
半
世
紀
前

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
親
密
振
り

で
し
た
。
八
木
山
越
路
の
電
波
高
校
で
、
短

く
も
多
感
な
青
春
時
代
に
交
友
を
深
め
、
共

に
学
ん
だ
仲
間
の「
絆
の
強
さ
」か
な･･･

。

宴
会
は
、
初
め
に
、
11
名
の
逝
去
さ
れ
た

方
へ
の
献
杯
を
行
っ
た
後
、
庄
子
勝
義
さ
ん

の
軽
妙
な
司
会
で
和
や
か
に
進
行
。
全
員
の

シ
ョ
ウ
ト
ト
ー
ク
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
昔
・

今
・
こ
れ
か
ら
が
個
性
豊
か
な
話
で
紹
介
さ

れ
て
、
仲
間
た
ち
が
歩
ん
だ
人
生
の
一
端
が

見
え
た
思
い
で
し
た
。

宴
席
は
賑
や
か
に
流
れ
て
、
懇
談
の
円
座

が
あ
ち
こ
ち
に
で
き
、
小
演
技
あ
り
の
大
盛

会
が
し
ば
し
続
き
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
、
み

ん
な
の
満
身
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

一
次
会
の
締
め
は
、
石
綿
応
援
団
長
の

エ
ー
ル
で
校
歌
、
応
援
歌
、
ト
ン
ツ
ー
節
、

無
線
放
浪
歌
の
メ
ド
レ
ー
で
し
た
。
無
線
放

浪
歌
で
は
、
感
激
の
あ
ま
り
大
泣
き
す
る
Ｓ

さ
ん
。
本
当
に
良
き
仲
間
た
ち
の
集
ま
り
で

し
た
。
二
次
会
は
再
び
、
溜
ま
り
部
屋
で
宴

会
の
余
韻
を
残
し
つ
つ
続
行
。
お
開
き
宣
言

は
、
深
夜
２
時
近
く
で
し
た
。（
小
山
忍
さ
ん

が
宴
会
の
模
様
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
し
て
配
布
。

大
好
評
で
す
）

翌
日
、
９
日
は
次
の
同
期
会
に
全
員
健
康

で
、
元
気
に
再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
解

散
。一

部
の
有
志
は
愛
子
の
高
専
訪
問
班
と
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
訪
問
班
に
分
か
れ
て

行
動
で
す
。

高
専
で
は
、藁
科
先
生
の
案
内
で
、新
レ
ー

ダ
ー
装
置
の
映
像
、
シ
ス
テ
ム
の
概
要
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
、
本
年
１
月
22
日
に
開
局

し
た
ば
か
り
の
仙
台
高
専
エ
リ
ア
放
送
シ
ス

６
月
８
日
、
秋
保
温
泉
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

水
戸
屋
で
の
こ
と
。　

「
や
あ
ー
、
久
し
振
り
！
」「
え
ー
っ
と
、

誰
だ
っ
け
？
」　

出
逢
い
で
の
情
景
。
前
回

ク
ラ
ス
会
報
告

情報工学科
13 期 50年振りの再会だ !!

 

櫻　

井　

勇　

一

本
科
14
期
同
期
会

テ
ム（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
33
ｃ
ｈ
）の
見
学
、
丁
寧
な
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
高
専
訪
問
後
は
、
青
葉

城
址
、
旧
電
波
校
跡
地（
現
向
山
高
校
）を
見

て
、
県
庁
、
市
役
所
な
ど
を
経
由
し
て
仙
台

駅
で
解
散
し
ま
し
た
。

被
災
地
訪
問
班
は
、
閖
上
中
学
校
、
港
と

日
和
山
を
視
察
、
雨
の
中
で
行
わ
れ
て
い
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
10
人
ほ
ど
に
よ
る
側
溝
遺
物

探
索
を
見
た
後
に「
さ
い
か
い
市
場
」で
の
買

い
物
を
し
、
荒
浜
小
学
校
と
海
岸
を
訪
問
し

ま
し
た
。（
竹
中
さ
ん
の
報
告
）。
ま
た
、
仙

台
高
専⇒

荒
浜⇒

閖
上
訪
問
コ
ー
ス
で
は

閖
上
朝
市
内
の
カ
ナ
ダ
支
援
建
設
内
ホ
ー
ル

で
昼
食
。
改
め
て
震
災
の
凄
ま
じ
さ
を
認
識

す
る
と
と
も
に
復
興
の
遅
れ
を
感
じ
ま
し
た

（
板
橋
さ
ん
の
報
告
）。

同
期
会
は
、
50
年
も
の
長
い
年
月
を
僅
か

20
時
間
足
ら
ず
で
取
戻
し
、
仲
間
と
の
旧
交

を
更
に
深
め
て
、
絆
の
強
さ
が
蘇
り
ま
し
た
。

次
の
同
期
会
は
６
年
後
の
２
０
２
０
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
開
催
予
定
で
す
。　

が
、

も
し
か
し
た
ら
、
２
～
３
年
後
に
声
が
上
が

る
か
も･･･

。

み
な
さ
ん
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
10
月
25
日（
土
）に
開
催
し
た「
北
海
道

支
部
函
館
懇
親
会
」の
模
様
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
語
り
会
え
る
よ
う
に
と
函
館
市

湯
の
川
温
泉
に
て「
宿
泊
付
宴
会
」を
計
画
し

た
と
こ
ろ
、
中
江
校
舎
で
学
ん
だ
大
先
輩
や

八
木
山
校
舎
の
本
科
・
専
攻
科
生
、
愛
子
校

舎
の
高
専
卒
の
皆
さ
ん
が
集
い
、
世
代
を
超

え
た
同
窓
会「
函
館
懇
親
会
」と
な
り
ま
し
た
。

記
念
撮
影
、
自
己
紹
介
、
本
部
の
奥
村
事

務
局
長
に
よ
る
最
近
の
仙
台
高
専
の
紹
介
等

に
続
い
て
、
山
内
関
東
支
部
長
の
乾
杯
で
始

ま
り
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
？
も
飛
び
出
す
家
族

的
な
雰
囲
気
の
な
か
、
大
変
楽
し
く
交
友
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
の
間
に
か
時
間

も
大
幅
に
延
長
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

締
め
は
三
方
東
北
支
部
長
音
頭
の「
無
線
放

浪
歌
」で
す
。
全
員
が
輪
に
な
り
肩
組
み
あ
っ

て
ホ
テ
ル
中
に
響
く
大
合
唱
の
あ
と
エ
ー
ル

を
切
っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

二
次
会
は
更
に
盛
り
上
が
り
、
武
勇
伝
あ

り
、
波
瀾
万
丈
編
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で

き
た
人
生
に
笑
い
あ
り
、
喜
び
あ
り
、
苦
悩

あ
り
、
語
る
も
涙
、
聴
く
も
涙
で
、
秋
の
夜

長
は
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

翌
朝
、
再
会
を
約
し
て
無
事
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

北
海
道
支
部
だ
よ
り

北
海
道
支
部
だ
よ
り

根

本

孝

一

   　
　
（
専
攻
科
17
期
）

北
海
道
支
部
長
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
勝
ち
、
メ
キ

シ
コ
で
銅
メ
ダ
ル
と
機
運
が
高
ま
る
中
、
目
指
せ
釜
本
で

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
ま
し
た
。 

１
年
の
秋
に
同
好
会
が
立
ち
上
が
り
、
故
佐
藤
勉
先
生
、

石
原
晴
雄
氏
の
尽
力
に
よ
り
２
年
の
春
に
サ
ッ
カ
ー
部
が

発
足
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
仙
台
育
英
の
福
田
コ
ー
チ
の

指
導
で
い
く
ら
か
形
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
で
し

た
。
そ
れ
が
、
今
で
は
大
学
リ
ー
グ
で
３
位
、
高
専
大
会

も
全
国
大
会
に
出
場
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

藁
科
先
生
の
熱
意
の
賜
物
で
し
ょ
う
。

来
年
は
私
も
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
益
々
の
サ
ッ
カ
ー
部

の
活
躍
を
願
っ
て
盛
り
上
げ
る
為
、
皆
、
５
月
４
日
に
会

い
ま
し
ょ
う
。
特
に
１
期
生
の
参
加
を
待
っ
て
ま
す
。

開
催
日　

平
成
27
年
５
月
４
日（
月
）　

昼
の
部

　

10
時
集
合　

11
時
キ
ッ
ク
オ
フ

　

場
所
：
母
校
グ
ラ
ン
ド

　

☆
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。

　

☆
家
族
連
れ
で
の
参
加
大
歓
迎
で
す
。

夜
の
部　

19
時
か
ら

　

場
所
：
仙
台
駅
周
辺

　

☆
１
期
生
還
暦
祝
い
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
26
年
度
東

北
高
専
大
会
優
勝
祝
い
、
Ｏ
Ｂ
会
30
回
記
念
、
27

年
卒
Ｏ
Ｂ
40
期
生
な
ど
区
切
り
の
良
い
年
に
な
り

ま
す
の
で
盛
大
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

  

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
会
に
関
す
る
連
絡
先　

Ｏ
Ｂ
会
事
務
局　

庄
子

tshoji4536@
gm

ail.com

８月 23 日、 24 日に宮城県村田町スポーツランド SUGO の国際レーシングコースで
「2014 電気自動車エコラン競技大会 in SUGO」が開催され、本校広瀬キャンパスから 5

チーム、名取キャンパスから１チーム、合わせて６チームがエコラン競技に挑戦しま
した。

本校からの参加は、駆動・回生システム研究のための「SEV-K’14」、ならびに、本校
で長年取り組んできた複数駆動輪を有する電気自動車の研究成果をさらに発展させて
全車輪に自作インホイールモータを組み込んだ、エコラン史上初となる全車輪駆動の

「SEV-U’14」をはじめとして、本校名取キャンパス 自動車部チームの「(e)J･J･Pony」、さ
らに、2 つの本校女子学生チーム、ルイージ・ガールズの「STDD-L」とビー・ガールズ
の「はちみつカート」、そして、菅谷研究室の学生らの「SKNK」、以上 6 チーム。これ
らに加え、電子制御工学科 99 年度卒の久保敬氏をリーダーとする OB チームの「Éclair」
の合計７台が参加しました。

今年の競技大会は、天候にも恵まれ、自動車メーカーをはじめ、大学・高校チーム
まで合計 43 チームが集い、40 チームが出走してレースが行われました。

このレースは、競技規定で指定
されたバッテリ（公称 270Wh）を
エネルギ源として、１周約 3.7km、
70m の高低差、10％の長い上り
坂を有するコースを２時間で何周
回走行するかを競うレースです。

競技成績は、「SEV-K’14」が周回
数９で、四輪車部門（11 台出走）

で３位、ジュニアクラス 16 位、総合 25 位となったのが最上位でした。これに続いて、
女子学生チームのルイージ・ガールズの「STDD-L」が周回数８で四輪車部門４位、ジュ
ニアクラス 17 位、総合 28 位、同ビー・ガールズの「はちみつカート」が周回数７で四
輪車部門 5 位、ジュニアクラス 18 位、総合 29 位でした。四輪車部門で優勝したマシ
ンが、三輪車輌に補助輪を付けただけの車輌でしたので、真の四輪車部門での順位は、
それぞれ、２位、３位、４位を占めた事になります。その他のチームは以下のとおり
です。

菅谷研チームの「SKNK」が周回数５で四輪車部門７位、ジュニアクラス 21 位、総合
33 位。名取キャンパス自動車部チーム「(e)J･J･Pony」が周回数５でジュニアクラス 23
位、総合 35 位。「SEV-U’14」は自作モータの不具合、OB チーム「Éclair」は回路トラブ
ルで出走できず、順位なしでした。

本年も本校広瀬キャンパス後援会をはじめ、多くの方々から多大なご支援を戴きま
した。また、仙台高専同窓会松韻会東北支部からも多大なご支援をいただき、後輩た
ちのものつくり教育活動を励ましていただきました。お陰で本校広瀬キャンパスから
は OB も含め全部で６チームが参加できました。一同、心から感謝申し上げますとと
もに、今後も多くの皆様の暖かいご支援をお願い申し上げます。　　 （文責　大泉哲哉）

仙
台
高
専
第
一
期
生
と
し
て
の

東
北
地
区
高
専
大
会
優
勝
、
ま
た
５

年
間
で
計
２
度
全
国
高
専
大
会
に
出

場
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
の
一

生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。
仙
台
高
専
に
統

合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
部
員
数
の

減
少
が
は
っ
き
り
と
表
れ
、
満
足
す

る
練
習
が
で
き
な
い
日
々
も
続
き
ま

し
た
。
し
か
し
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
辞
め
ず
に
続
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
る
仲

間
達
、
支
え
て
く
れ
る
先
生
方
、
保

護
者
が
い
た
か
ら
で
し
た
。

高
専
大
会
当
日
は
不
安
や
緊
張
で

一
杯
で
し
た
が
、
仲
間
を
信
じ
、
自

分
を
信
じ
、
そ
し
て
最
後
ま
で
諦
め

な
い
こ
と
で
、
初
戦
、
二
回
戦
共
に

勝
ち
抜
く
こ
と
が
出
ま
し
た
。
そ
し

て
望
ん
だ
東
北
大
会
決
勝
、
優
勝
が

決
ま
っ
た
瞬
間
、
頼
れ
る
仲
間
が
こ

ん
な
に
近
く
に
い
た
こ
と
、
そ
し
て

サ
ッ
カ
ー
は
ひ
と
り
で
す
る
ス
ポ
ー

ツ
で
は
な
い
。
と
い
う
当
た
り
前
の

事
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
チ
ー
ム
の
未
熟

な
点
を
突
か
れ
残
念
な
が
ら
一
回
戦

で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
後

輩
た
ち
が
体
験
し
た
も
の
は
、
こ
れ

以
上
な
い
貴
重
な
財
産
と
な
る
は
ず

で
す
。
私
の
目
標
は
仙
台
高
専
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
を
よ
り
強
く
し
、
全
国

大
会
常
連

校
と
す
る

こ
と
で
し

た
が
、
今

度
は
仙
台

高
専
Ｏ
Ｂ

の
一
人
と

し
て
そ
の

目
標
が
達

成
さ
れ
る

日
を
夢
見

た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

　
　

7
月
20
日
、
東
北
大
学
で
開
催
さ
れ
た
サ

イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
に
、
理
科
教
育
推
進
室
が

出
展
し
た「
磁
石
の
不
思
議
。
リ
ニ
ア
モ
ー

タ
ー
カ
ー
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」の
講
師
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

事
前
準
備
で
は
、
子
ど
も
達
が
短
時
間
で

確
実
に
製
作
で
き
る
よ
う
、
シ
ン
プ
ル
な
手

法
を
開
発
す
る
た
め
に
後
輩
達
と
試
作
を
繰

り
返
し
ま
し
た
。

当
日
、
ブ
ー
ス
は
毎
回
満
員
で
、
う
ま
く

作
れ
た
と
き
の
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
見
た
と

き
に
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま

た
本
講
座
の
、
理
解
し
や
す
く
、
誰
で
も
楽

し
め
る
点
が
評
価
さ
れ
、「
Ｊ
Ｓ
Ｔ
復
興
促

進
セ
ン
タ
ー
賞
」を
頂
き
ま
し
た
。
講
座
を

開
催
す
る
に
あ
た
り
、
同
窓
会
様
よ
り
資
金

援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
深
謝
い
た
し
ま
す
。

去
る
10
月
26
日
、
高
専
ロ
ボ
コ
ン

東
北
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は「
出
前
迅
速
」で
、

積
み
上
げ
た「
そ
ば
の
蒸
籠
」を
、
さ

ま
ざ
ま
な
障
害
物（
ス
ラ
ロ
ー
ム
・
角

材
・
15
度
の
傾
斜
）を
ク
リ
ア
し
な
が

ら
出
前
す
る
競
技
で
す
。
広
瀬
Ａ
は

風
の
力
で
蒸
籠
を
倒
さ
ず
に
出
前
す

る
の
が
特
徴
の
ロ
ボ
ッ
ト
、
広
瀬
Ｂ

は
滑
ら
か
な
テ
ー
ブ
ル
機
構
で
蒸
籠

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
６
本
足
で
障

害
を
走
破
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
で
出
場
し

ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
と
も
、
地
区
大

会
で
は
初
戦
敗
退
で
し
た
が
、
広
瀬

Ａ
が
ア
イ
デ
ア
賞
・
出
前
迅
速
賞
を

受
賞
し
て
全
国
大
会
に
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。

11
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国

大
会
で
も
、
仙
台
広
瀬
の「U

ni

☆

Verse

」は「
風
」を
使
っ
た
蒸
籠
の
出

前
を
披
露
し
て
会
場
を
大
い
に
沸
か

せ
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
２
回
戦
で

敗
退
し
ま
し
た
。
試
合
で
は
勝
ち
進

め
な
か
っ
た
も
の
の
、
今
大
会
唯
一

の
ア
イ
デ
ア
が
評
価
さ
れ「
ア
イ
デ
ア

倒
れ
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。
大
会
に

は
在
校
生
と
保
護
者
だ
け
で
な
く
、

関
東
支
部
の
皆
様
に
も
応
援
に
駆
け

つ
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
の

多
大
な
る
ご
支
援
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
模
様
は

12
月
29
日
の
22
時
40
分
か
ら
放
送
予

定
で
す
。「
傾
い
て
い
る
の
に
倒
れ
な

い
蒸
籠
」を
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

10
月
18
・
19
日
に
、
全
国
高
等
専

門
学
校
第
25
回
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト（
プ
ロ
コ
ン
）の
本
選
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
仙
台
高
専
広
瀬
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
は
、
6
月
に
行
わ
れ
た

競
技
部
門
・
課
題
部
門
の
予
選
を
突

破
し
た
２
チ
ー
ム
が
本
選
に
出
場
し

ま
し
た
。
競
技
部
門
は
、
バ
ラ
バ
ラ

に
並
び
替
え
ら
れ
た
画
像
を
復
元
す

る
と
い
う
競
技
内
容
で
、
復
元
の
正

確
さ
や
速
さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

1
日
目
の
試
合
を
勝
ち
抜
き
、
2

日
目
の
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま

し
た
が
、
準
決
勝
最
終
問
題
に
お

い
て
惜
し
く
も
決
勝
進
出
を
逃
し

ま
し
た
。
課
題
部
門
は「
防
災
・

減
災
対
策
と
復
興
支
援
」が
テ
ー

マ
と
な
っ
て
お
り
、
各
校
か
ら

様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
実
現
す
る

作
品
が
持
ち
寄
ら
れ
ま
し
た
。
本

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
は
、
被
災
時
に

親
族
や
友
人
等
の
安
否
確
認
が
困

仙
台
高
専

サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ

知
能
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
科
５
年

梅　

津　

千
安
希

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
部
長　
　
　

千 

坂　

優 

佑

サ
イ
エ
ン
ス
・
デ
イ
に

参
加
し
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て

サッカー部OB会開催2014電気自動車エコラン競技大会参戦報告
― SEV-K'14 が 4 輪車部門で３位に !! －

国技館に「風」を吹かせた仙台広瀬

始動 !

　
　

知
能
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
科
５
年

佐
々
木  
俊  
樹

　　メカトロニクス教育推進室

室長　末　永　貴　俊

難
だ
っ
た
と
い
う
経
験
か
ら
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
環
境
に
お

け
る
情
報
交
換
を
実
現
す
る
シ
ス
テ

ム
を
出
展
し
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

来
年
度
の
第
26
回
高
専
プ
ロ
コ
ン

は
長
野
高
専
が
主
管
と
な
り
開
催
さ

れ
ま
す
。
競
技
部
門
は
例
年
各
校
か

ら
1
チ
ー
ム
し
か
出
場
で
き
ま
せ
ん

が
、
課
題
部
門
お
よ
び
自
由
部
門
は

そ
れ
ぞ
れ
各
校
か
ら
2
チ
ー
ム
ま
で

出
場
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
よ
り

多
く
の
学
生
が
プ
ロ
コ
ン
に
興
味
を

持
ち
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
積

極
的
に
応
募
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
よ
り
よ
い
成
績
を

残
せ
る
よ
う
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小　林　 哲 （電波通信学科 1 期）
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者
な
ど
の
通
院
や
買
い
物
の
足
と
し
て
送
迎

活
動
を
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
縁
が
出
来
て
、

年
に
数
回
、
１
週
間
ず
つ
程
度
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
っ
て
い
ま
す
。

内
陸
部
移
転
の
宅
地
や
復
興
住
宅
建
設
は
本

格
化
し
た
被
災
地
で
す
が
、
家
の
再
建
や
入

居
は
数
年
先
と
い
う
人
も
多
く
、「
復
興
」な

ど
と
気
軽
に
は
口
に
出
来
な
い
現
実
が
続
き

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
“
里
帰
り
”
は
続
き
ま

す
。

★
特
科
８
期　

雨
宮　

千
里

86
歳
に
な
り
ま
し
た
。
元
気
で
頑
張
っ
て

居
り
ま
す
。
皆
様
も
お
元
気
で
。

★
第
１
別
科
３
期　

菅
原　

隼
雄

町
内
会
社
会
福
祉
活
動
、
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

て
、
元
気
で
や
っ
て
い
ま
す
。

★
第
１
別
科
１
期　

布
田　

平
左
衛
門

傘
寿
に
な
り
健
康
に
も
問
題
な
く
日
々

過
ご
し
て
い
ま
す
。

★
第
１
別
科
１
期　

藤
原　

薫

中
江
校
舎
、
寮
を
懐
か
し
く
想
い
出
す
、

こ
の
頃
で
す
。

★
本
科
22
期　

石
川　

善
昭

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
銚
子
市
の
中

学
校
長
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
４

月
１
日
付
け
で
銚
子
市
教
育
委
員
会
教
育
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
千
葉
県
銚
子
市
は

銚
子
無
線
局
が
以
前
あ
り
、
廃
局
後
も
銚
子

に
残
っ
た
方
が
お
り
、
そ
う
い
う
方
と
昔

の
電
波
高
時
代
を
懐
か
し
ん
で
お
り
ま
す
。

元
々
の
出
身
は
仙
台
市
内
で
す
。

会費の他金融機関からの
　　　　振り込みについて

会
員
訃
報

今
年
も
早
い
も
の
で
師
走
を
迎
え
ま
し

た
。
同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

２
０
１
４
年
は
ど
の
よ
う
な
一
年
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。『
嬉
し
い
』『
辛
い
』『
楽
し

い
』な
ど
様
々
な
出
来
事
が
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。
あ
る
心
理
学
者
が
唱
え
る
に
は
、

「
人
間
は
楽
し
い
か
ら
笑
う
の
で
は
な
く
、

笑
う
か
ら
楽
し
い
の
だ
」と
の
コ
ト
。
そ
の

提
言
通
り
で
あ
る
な
ら
ば
、
常
に
笑
う
コ

ト
を
心
掛
け
て
い
れ
ば
、
楽
し
い
コ
ト
が

も
っ
と
も
っ
と
増
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
０
１
５
年
が
皆
様
に
と
っ
て
笑
い
の

多
い
、
楽
し
い
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

･･･

。最後
に
、
本
紙
発
行
に
あ
た
り
ご
執
筆

頂
き
ま
し
た
皆
様
方
に
、
編
集
委
員
一
同
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
齋
藤
清
人
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

旧

職

員

山 

田　

竹 

實
氏

特

科
8
期

佐
々
木 

春 

男
氏

本

科
２
期

瀬
戸
川　

  

保
氏

本

科
２
期

藤 

岡　

光 

之
氏

本

科
３
期

荒 

生　

篤 

夫
氏

本

科
5
期

高 

橋　

清 

吾
氏

本

科
11
期

佐 

藤　

重 

範
氏

専

攻

科
４
期

福 

田　
　

 

清
氏

専

攻

科
6
期

三 

浦　

武 

夫
氏

専

攻

科
14
期

黒 

田　

昭 

夫
氏

第
１
別
科
１
期

鈴 

木　

政 

次
氏

第
１
別
科
１
期

田 

中　

誠 

一
氏

第
１
別
科
２
期

渡 

邊　

徳 

一
氏

第
１
別
科
４
期

渡 

辺　
　

 

桂
氏

第
2
別
科
3
期

斉 

藤　

精 

一
氏

電
波
通
信
学
科
９
期

西 

島　

和 

昭
氏

電
波
通
信
学
科
10
期

萱 

場　

孝 

昭
氏

通
信
欄
だ
よ
り

通
信
欄
だ
よ
り

◆

　編

　集

　後

　記

　◆

◆

　編

　集

　後

　記

　◆

高専を卒業して、早いもので７年が経過しました。
高専在学中は、いろいろ諸事情があってクラスの人数

が 50 人を超え広い教室を与えてもらったり、球技大会
で３年生から５年生まで３連覇したりと懐かしい思い出
がたくさんあります。

高専を卒業した後は大学、大学院と進学して今は社会
人として福島に住んでいます。高専を卒業した後もＯＢ
講演会に呼んで頂いたり、所属していた卓球部のコーチ
をさせて頂いたり、ＯＢ戦に参加したりと、高専との結
びつきはずっと続いています。

最近では２年に一度（希望ですが）くらいのペースで海
外旅行に行くことにしています。今のところアメリカ、
カナダ、イギリス、フランスの４カ国に行きました。今
後もいろいろな国に行ってみることが最近の趣味になっ
ています。

振り込み人名の前に科期別記号（会報
宛名の右側に記載）を入れて下さい。
もし、入れられなかった場合は、振り
込んだ旨を事務局宛にメール
jimukyoku-h@snct-dosokai.jp

で必ずお知らせください。お知らせ
が無いと会員の特定が困難になりま
す。　　　　　　　　　　会計（高田）

ゆうちょ銀行
　二二九（ニニキユウ）店
　当座　００１４４０３
　口座名：松韻会
　　　　　（シヨウインカイ）
　年会費：２千円

※振り込み手数料はご負
　担ください。

会費をゆうちょ銀行
以外から振り込みし
たいというご意見を
いただきましたので
振込用口座番号をお
知らせいたします。

久　

保　

真　

人

　
（
電
子
工
学
科
26
期
）

会費の他金融機関からの
　　　　振り込みについて

総
会
返
信
は
が
き
通
信
欄
を
使
用
し
た

通
信
欄
だ
よ
り
で
す
が
、
今
回
も
た
く
さ
ん

の
方
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
近
況
短
信
の
う

ち
、
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す

が
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
達

筆
の
方
が
多
く
、
意
図
し
た
内
容
と
異
な
る

場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
う
ぞ

ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
ご
投
稿
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

★
本
科
９
期　

三
浦　

元
雄

仙
台
で
は
３
年
間「
松
韻
寮
」に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
前
会
報
に「
本
科
10
期
同
期

会
を
開
催
」の
記
事
と
写
真
が
あ
り
、
松
韻

寮
で
同
室
で
あ
っ
た「
Ｍ
田
氏
、
Ｔ
觜
氏
」の

懐
か
し
い
名
前
を
発
見
！　

早
速
パ
ソ
コ
ン

に
写
真
を
取
り
込
み
、
超
拡
大
し
て
眺
め
、

ウ
～
ン
、
な
ん
と
な
く
55
年
前
の
面
影
が
あ

る
な
～
、
と
納
得
。
何
だ
か
わ
か
ら
な
い
が

嬉
し
く
な
り
、
１
人
で
に
や
に
や
、「
乾
杯

～
！
」と
相
成
り
ま
し
た
。

★
本
科
２
期　

藤
岡　

光
之

一
生
の
生
活
・
生
存
の
礎
と
な
ら
し
め
た

「
国
立
電
波
～
仙
台
電
波
」は
勿
論
忘
れ
る
事

は
出
来
ず
、
何
時
も
誇
り
と
し
て
生
き
て
来

ま
し
た
。
形
は
変
わ
っ
て
も
益
々
の
発
展
を

祈
る
の
み
で
す
。

★
本
科
12
期　

門
脇　

康
郎

長
年
勤
め
ま
し
た「
東
海
テ
レ
ビ
放
送
」を

10
年
前
に
退
職
し
ま
し
た
。
現
役
中
取
り

組
ん
で
い
た「
名
張
毒
ぶ
ど
う
酒
事
件
」で
す

が
、
そ
の
後
も
取
材
を
続
け
、
昨
年
、
岩
波

書
店
か
ら「
死
刑
囚
の
半
世
紀
」と
い
う
題
名

で
出
版
し
ま
し
た
。
関
心
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

★
専
攻
科
６
期　

田
中　

富
夫

会
報
６
号
に
て
卒
業
生
の
就
職
・
進
学
情

報
や
学
生
の
活
動
状
況
を
拝
見
。
ま
た
、
同

期
会
で
は
本
科
５
、
10
、
22
期
生
の
元
気
な

活
動
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。我
々
本
科
・

専
攻
科
6
期
同
期
会
は
本
年
喜
寿
会
を
以
っ

て
一
応
散
会
と
な
り
ま
す
。

★
本
科
12
期　

南
里　

憲
三
（
奥
様
）

主
人
は
、
く
も
膜
下
出
血
で
倒
れ
、
こ
の

６
月
12
日
で
4
年
目
に
入
り
ま
す
。
自
宅
療

養
し
て
お
り
ま
す
。
と
て
も
よ
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
よ
ろ
し
く
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

★
特
科
４
期　

朝
里　

昭
治

今
年
７
回
目
の
年
男
で
す
。
血
圧
、
血
糖
、

コ
レ
ス
テ
、
体
脂
肪
等
す
べ
て
ク
リ
ア
ー
し

て
、
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

★
本
科
22
期　

佐
々
木　

勇

電
波
高
専
卒
業
生
も
最
後
と
な
り
、
名

実
と
も
に
一
つ
の
高
専
、
同
窓
会
と
し
て
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
事
、
応
援
し
て
お

り
ま
す
。

★
旧
職
員　

近
江　

み
や

い
つ
も
松
韻
会
報
な
つ
か
し
く
見
て
居
り

ま
す
。
元
気
で
す
け
ど
何
と
な
く
弱
く
な
り

ま
し
た
。
９
月
で
93
歳
。
ぼ
け
な
い
で
す
。

★
電
波
通
信
学
科
９
期　

竹
中　

奈
美

５
月
24
日
、
初
め
て
北
海
道
支
部
の
総
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
先
輩
方
に
優
し
く
迎
え

て
い
た
だ
き
感
激
し
ま
し
た
。

★
本
科
２
期　

越
前　

美
廣

今
年
6
月
17
日
で
81
歳
で
す
。
未
だ
健
康

で
、
同
期
生
仲
間
と
時
々
会
合
、
近
況
を
確

か
め
な
が
ら
一
杯
や
っ
て
い
ま
す
。

★
本
科
４
期　

安
部　

茂

目
下
ア
キ
レ
ス
腱
切
断
の
リ
ハ
ビ
リ
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
中
々
上
手
に
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
心
は
元
気
で
す
。

★
旧
職
員　

渡
辺　

英
夫

週
に
一
度
、
近
く
の
科
学
館
へ
行
っ
て
、

子
供
達
の
相
手
を
し
て
、
ま
あ
元
気
に
す
ご

し
て
い
ま
す
。

★
旧
職
員　

伏
見　

清
和

会
報
の「
竹
茂
先
生
と
の
交
流
会
」懐
か
し

く
拝
見
し
ま
し
た
。

★
第
２
別
科
４
期　

小
野　

賢
次

私
共
第
１
別
科
は
、
昭
和
29
年
4
月
の
入

学
で
し
た
の
で
、
今
年
は
60
周
年
と
な
り
ま

し
た
。
月
並
み
で
す
が
、
青
春
を
想
起
し
て

い
ま
す
。

★
専
攻
科
７
期　

菊
地　

征
治

昭
和
32
年
卒
、
本
科
7
期
Ｂ
組
の
ク
ラ
ス

会
を
２
年
に
１
回
開
い
て
い
ま
す
。
楽
し
い

思
い
出
話
が
多
く
、
楽
し
ん
で
ま
す
。

★
電
子
工
学
科
１
期　

伊
藤　

克
行

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
私
は
石
巻
市
の
沿
岸
部
に
住
ん
で
い
た

両
親
を
津
波
で
失
い
、
流
さ
れ
た
実
家
跡
は

非
居
住
区
域
に
な
り
ま
し
た
。「
移
動
支
援
」

と
い
う
、
車
の
運
転
な
ど
が
出
来
な
い
高
齢


